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１０１－００６５

０３－５２７６－１５１１
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大原学園 昭和54年4月1日 中本　毎彦 東京都千代田区西神田１丁目２番１０号
１０１－００６５

０３－３２９２－６２６６

東京アニメーター学院専門学
校

平成28年11月18日 鈴木　智也 東京都千代田区西神田１丁目３番１号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養 文化教養専門課程 声優タレント学科 平成30(2018)年度 - 令和 4(2022)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 本校は、教育基本法及び学校教育法に基づき、文化・教養の分野に関する教育を施し、人格の陶冶を行い、もって有為な出版映像関連事業者を育成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

声優、俳優、ナレーター、タレント等、マスコミ・芸能関係で働く為の専門知識と技術を学んでいます。学生の多くは声の仕事を中心とする芸能事務所への所属、準所属、ジュ
ニア所属、研修生になることを目標に学んでいます。取得可能な資格はありません。関連業界など一般就職希望者にも教務及び就職専任スタッフが個別面談を進め、個人の
資質、適正及び能力と属性を十分に考慮した指導を実践して、入社後を見据えた指導を行ないます。令和４年度の中退率は７％で、理由は、進路変更、経済的理由、病気治
療、成績不良によるものです。中退防止・中退者支援のための取組として、学生の様子（出席状況、授業態度、交友関係、小テストの成績等）を各教員とのミーティングで共有
し、注意を要する学生に対する支援策を都度実施しています。また、クラス担当等を設け個々の学生に適した指導、助言、相談等を実施しています。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

2

（令和５年度卒業生）

0
■地元就職者数 (F)　　　　　　　 0
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 0

0

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 7
■就職希望者数 (D)　　　　　： 0
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

㈱FIRST WIND production、アミュレート SAY YOU LAB、㈱BloomZ、エムアンドアイラボラトリー、声優・アニメ業界など

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
http://tag@mail.o-hara.ac.jp

0
■進学者数 0
■その他

研修生採用・養成所・他：７人 

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,700

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 60

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 200

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

200

うち必修授業時数 260

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 60

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 1

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 1

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

1

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

－

（年間の開催数及び開催時期）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
①各業界を代表する企業、これに関連する業界団体と連携して教育課程を編成することで、実践的かつ専門的知識（技術
含む）を身に付け、即戦力となる人材育成をする。
②教育課程編成委員を通じて、業界の動向や今後の展望、最新情報を収集し、反映させる。
③教育課程編成委員に講義を依頼し、学校のテキストでは教えることのできない内容を教授していただく。
④上記①～③により編成された授業科目、内容が実践修得されているか否か、教育課程編成員による実践的視点で評価
を受け、課題を浮き彫りにし、教育の質の確保並びに更なる教育の質の向上に活用する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

①位置づけについて
教務課の上位に教育課程編成委員会を設置し、企業等からの提言を参考にして本校の教育課程編成について協議策定
するための機関として位置づける。また、委員会での協議結果は大原学園教育本部に提出し、大原学園全校の教育課程
編成にも活用していく。
②意思決定の過程について
（ア）学科の目的に基づき予め学内において現状の課題等を明確にした上で、教育課程編成委員会に提言を求める。
（イ）委員会では企業等からの意見を参考に次年度以降の教育課程編成に関する改善案を策定する。
（ウ）委員会での協議内容は学園教育本部に提出し、学園全校の教育課程編成にも活用していく。
（エ）教育課程編成委員に教育現場の責任者である校長、教務責任者が参加することで、企業等の委員から提示された課
題、改善提案を、学科ミーティングで担当教員に報告・共有し、担当者間で調査・検討・準備・打合せを重ね、速やかに次年
度以降の教育課程（授業科目、内容、手法）の編成に反映させていく。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

森田　和義 株式会社サイプレス　チーフプロデューサー
令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

令和６年４月１日現在

鈴木　智也 東京アニメーター学院専門学校　校長 -

名　前 所　　　属 任期

大野　正拓
デジタル出版社連盟コミックビジネス研究部部
会長

令和５年４月１日～令和７年３
月３１日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（８月、３月）

（開催日時（実績））
第１回　令和5年8月29日　14：00～15：00
第２回　令和6年3月22日　13：00～14：00
第１回　令和6年8月29日　14：00～15：00



オーディション時に求められるナ
レーションの語り方を身に付けさ
せる。有識者の指導を基に実践的
な知識を学ぶ。

オーディション時に求められる、芝
居の「セリフ」の演じ方を身に付け
させる。有識者の指導を基に実践
的な知識を学ぶ。

ボイスサンプル（セリフ）の作り方
を身に付けさせる。反復練習と効
果測定により、確実な知識とスキ
ルの定着を図る

科　目　概　要科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

ボイスサンプル制作１、オーディション対策３、オーディション対策４の授業運営に関して、企業と業務委託契約書、協定
書、覚書を締結、打合せを行い、下記の４点について講義内容の質向上のため連携する。
① 実習授業内容のブラッシュアップへのサポート
② 当該実習授業における評価ポイントの確認
③ 授業方法に関する教員への指導
④ 学生の学修習熟度状況の評価

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

ボイスサンプル制作１

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
●令和6年3月22日の教育課程編成委員会では､（ア）「アーティストとして活動する際、他人の権利を侵さない、自分の権利を守るために注意すべ
きこと」、（イ）「音声制作やネット配信などのチーム制作において、必要な知識・技術」、（ウ）「今後、業界で必要とされる人材・技術の変化」につい
て意見をいただいた。
（ア）自分の権利を守るためには、まず、自分自身が他人の権利を害していないかが大事です。アーティストの方でも過去に聞いたり観たりしたこと
を無意識の中で作品に反映してトラブルが起きることも多々あります。生徒の制作物を精査できる様に講師側も注意深く確認する必要があります。
出演、所属等のスカウトで交わされる契約書については、当然ですが安易にサインをさせないことを徹底させた上で、生徒にはドラフトの契約書等
でレクチャーする必要が重要です。契約書をちゃんと理解しないままオーディションファーストで受けさせるのではなく、まず、その事務所の契約内
容を確認させた方が良いと思います。（イ）生徒にはマイクに向かって演技するだけではなく、コンピューター等を使って自分で収録したり、器材やソ
フトを、ある程度できたほうが有利だと思います。生徒により得意分野があれば、チーム制作では役割分担ができます。しかし、制作においては、
趣味嗜好の無い生徒と、できる生徒の差は出ます。授業ではチームの評価以外、個々の評価を正しく出来るようにしていただきたい。（ウ）潰しが
効く人材が求められると思います。役者を目指していても、裏方のことや、マネージメントの基本、業界の仕組みがわかっていることが大切だと思
います。また、自宅収録でネットオーディションも増えていますし、YouTube等で目立つ活躍をしている人をスカウトする傾向も出てきていますので、
自己プロデュース能力が必要な時代です。新人声優は、いろいろなジャンルの方が参入していますので、卒業後は既存の声優事務所だけではな
い進路の進め方も必要だと思います。
※今回の会議では、卒業後のことを意識しつつ、在学中から校内外での活動に必要な知識や技術等を確認しました。
●令和6年8月29日の教育課程編成委員会では､（ア）「ＡＩによる制作現場の変化と関連業界の新たなビジネス展開」、（イ）「キャラクタービジネスの
しくみと関連情報」、（ウ）「公演等で、演技、照明、音響などを生徒に学ばせる際のアドバイス」について意見をいただいた。
（ア）AI技術に関しては声優の仕事でも活用されています。映画俳優の声を、そっくりに再生できたり、そのままの声質で多言語に変換できたりと、
技術の進歩は進んでいます。声優志望者は、声の仕事だけにこだわらず、ライブ等で直接ファンと接するような活動をしたり、ＡＩを取り入れない所
では仕事は奪われません。（イ）キャラクタービジネスは、アニメやゲーム、映画などのキャラクターを活用して商品やサービスを展開するモデル
で、ライセンス契約（使用料）から収益を得ます。主要業界にはアニメ・ゲーム、玩具、アパレル、広告などがあり、関連企業にはバンダイナムコエン
ターテインメント、サンリオ、タカラトミーなどがあります。専門学校卒業でも活躍できる部門としては、キャラクターデザイン（デザインスキルを活か
す）、ライセンス管理（契約・マーケティング知識を活用）、マーケティング・プロモーション（商品やサービスのプロモーションを担当）、プロダクト開発
（商品企画に貢献）が挙げられます。これらの部門では、実務経験やクリエイティブな発想が求められ、専門学校で学んだスキルが十分に活かさ
れます。（ウ）学生時代から演劇公演などライブステージを作り上げる事は有意義だと思います。照明や音響の知識は演劇やライブステージのほ
か、映像づくりにも役立ちます。また、公演が決まったら映像をTikTokなどＳＮＳでも発信出来ますので様々な事が学べます。何をどう発信するかも
大切なので、配信で成功している人の特別授業なども必要でしょう。その上で、本来の目的から逸れないように声優を目指して芝居の稽古を怠ら
ず、他のスキルも身に付けてほしい。
※今回の会議ではＡＩ技術が取り上げられた。声優として原稿を上手に読むだけでなく、得意な面を伸ばす指導について意見を頂いた。学校外で
は全ての生徒が正しく活動できるとは限らないので、できる部分から実施し、今後も検討を続けていく事となった。

オーディション対策３ 株式会社サイプレス

株式会社サイプレス

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
① より実務に即した内容を身に付けるため、企業等との連携の下、実習・演習の組立を行なう。
② 企業等との連携による実習・演習を通じて、学生のより実践的な知識・思考・技術の修得と、学生と社会人の違いを理
解する場を実現する。
③ 企業等から実習・演習の授業内容、手法に関して具体的な助言を仰ぎ、学生の知識・技術の修得状況に対して実践で
活かせるレベルか否かを企業等の実務の視点から評価をいただく。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

オーディション対策４ 株式会社サイプレス

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

授業ではクリエイティブな技術指導が中心となるが、アニメをプロデュースすることで、出版、映画、テレ
ビ、ネット配信、音楽、ゲーム、声優イベントに至るまで、様々な事業が同時に行われている。漫画原作者
や出版社が持つ版権はどうなっているか。アニメ共同事業（製作委員会）の出資金額と権利関係や、それ
ぞれの事業者がどのような立場で関わり、利益と権利を分配しているかを知ることで、業界全体をより深く
理解する。

令和5年11月16日 対象： ６名

芸能系事務所に関する知識とオーディション対策について 連携企業等： 株式会社サイプレス、他

令和6年12月5日（予定） 対象： ４名

①専攻分野における実務に関する研修等

（３）研修等の計画

芸能系事務所の入所に関する取り組みと、所属契約やエージェント契約等の条件など、契約書類の確認
や注意事項、近年の入所後の活動例などを知り、生徒指導に生かす。

近年における学生の生活状況を把握し、出席率向上と退
学防止につながる指導力を養う

②指導力の修得・向上のための研修等

家にこもりがちで学校を欠席する学生の対応など、様々な事例と対策を知ることで日頃の生徒指導や、入
学希望者へのアドバイス、入学後の個別対応など、生徒の指導力向上につなげる。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ゲーム・アニメ・ CGなどクリエイティブ市場の最新概況、また制作環境や最新の技術トレンドなどや、クリ
エイターとしてのキャリアデザイン に繋 がるスキルセットなど の 解説 。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

専門的かつ実践的な知識・技能を有し即戦力となる人材を育成するためには、教員一人ひとりが常に実務に関する最新
の知識を持ち、指導スキルを身につけなければならない。そのために下記のとおり教員研修の環境を整える。なお、これら
は、「大原学園 教職員研修規程」の目的に定めており、教職員が専攻分野に関する知識・技能・企画力・判断力を高める
ため環境を整備し、所属長の指示または本人の意思により公平に研修などを受講する機会を与えるものとし、計画的、組
織的、継続的に取り組んでいくこととする。校内、校外において企画する研修は下記の通り。
①教育課程編成委員会に参画する企業等から講師を派遣した実践的な知識・指導スキル研修
②関連業界の実務家講師を招いた研修会の実施及び、外部研修会への参加
③関連業界の制作現場視察や技術研究

『クリエイティブ 業界 最前線 2024』
専門分野の最新 情報を知り、生徒指導に役立てる

連携企業等： 株式会社ワコム

令和6年6月13日 対象： ４名

「アニメのプロデュースとメディアミックス事業について学
び、幅広い視野で学生指導ができるようにする。」

連携企業等： 株式会社少年画報社

連携企業等： 株式会社東仁

令和6年10月29日 対象： 4名



（２）学校運営

2．運営方針は定められているか。
3．事業計画は定められているか。
4．運営組織や意思決定機能は効率的なものになっているか。
5．人事・給与に関する制度は整備されているか。
6．意思決定システムは確立されているか。
7．情報システム化等による業務の効率化が図られているか。

（６）教育環境

22．施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるように整備されて
いるか。
23．学外実習、インターンシップについて十分な教育体制を整備して
いるか。
24．防災・安全管理に対する体制は整備されているか。

（７）学生の受入れ募集
25．学生募集活動は、適正に行なわれているか。
26．入学選考は適正かつ公平な基準に基づき行なわれているか。
27．学納金は妥当なものとなっているか。

（８）財務

28．中長期的に学校の財政基盤は安定しているといえるか。
29．予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。
30．財務について会計監査が適正に行なわれているか。
31．財務情報公開の体制整備はできているか。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
当学園の教育理念は、学生に対して資格取得教育、実務教育を施し、人格の陶冶を行いもって有為な産業人を育成する
ことである。この教育理念に基づき実践的な教育が実現出来ているか、また、その教育を実現するために必要な環境が
整っているかについて、学校関係者評価委員を設置して下記に示す評価項目から評価する。課題の残る評価結果につい
ては、課長職以上の管理職より改善計画を策定し、次年度以降の学校運営に反映させ改善を図る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）学校関係者評価結果の活用状況
実学教育と人格育成教育を盛り込んだ教育ストーリーのブラッシュアップを図り、多くの学生が関連業界の特性に合った技
能を身につけることができた。アニメやマンガの関連業界においても、年々、求人採用条件に変化がみられるため、適切な
指導ができる教員や更なる企業と協力推進するように求められた。今後もアニメやマンガ・イラスト、声優の分野で革新的
な学校になっていくように、評価結果を活用していく。

（９）法令等の遵守

32．法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。
33．個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。
34．学校評価、自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めて
いるか。
35．教育情報の公開はしているか。

（１０）社会貢献・地域貢献 36．社会貢献・地域貢献を行なっているか。
（１１）国際交流 -

（３）教育活動

8．各学科の教育目標は設定をしているか。
9．教育方法・評価等は適切なものになっているか。
10．成績評価・単位認定等は明確になっているか。
11．資格・免許の取得の指導体制はあるか。
12．教員・教員組織は目標達成のための体制になっているか。

（４）学修成果

13．就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上が図
られているか。
14．資格・免許の取得率の向上が図られているか。
15．卒業生の社会的評価、活躍を把握しているか。

（５）学生支援

16．就職等進路に対する体制は整備されているか。
17．中途退学への対応、低減が図られているか。
18．学生相談に関する体制は整備されているか。
19．学生生活、経済的側面に対する支援体制は整備されているか。
20．保護者との連携は適切か。
21．卒業生・社会人への支援体制はあるか。

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 1．理念・目的・育成人物像は定められているか。



種別

業界団体
役員

企業等委
員

企業等委
員

企業等委
員

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/

公表時期：
令和６年１０月４日

（１１）その他 －
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 学園の財務状況公開
（９）学校評価 学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受入

（５）様々な教育活動・教育環境 ①学校行事　②課外活動
（６）学生の生活支援 ①完全担任制　②就職教育
（７）学生納付金・修学支援 ①学生納付金　②奨学金、授業減免等

（２）各学科等の教育
①入学定員　②受入方針　③進級の認定　④卒業の認定　⑤称号の
授与　⑥目標とする試験　⑦主たる試験の合格実績　⑧卒業生の進
路

（３）教職員 ①教職員数　②教職員の専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ①キャリア教育　②実習・実技等　③就職支援等

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
①実践的な職業教育における成果を広く周知することにより、入学希望者の適切な学習機会選択に資すること。そのため
に、学校関係者評価結果も含めて教育活動の状況や課題など学校全体に関する情報を分かりやすく示すこと。
②また、上記①により企業等との連携による教育活動改善を活発にし、社会全体の信頼に繋げていくこと。③情報の公表
を通じて学校の教育の質の確保と向上を図ることを目的とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 ①概要　②教育方針　③沿革

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.o-hara.ac.jp/about/hyoka/
公表時期： 令和６年10月４日

株式会社バニラシュガースタジオ　プロデュ－
サー

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

森田　和義 株式会社サイプレス　チーフプロデューサー
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

園江　泰洋

大野　正拓
デジタル出版社連盟コミックビジネス研究部部
会長

令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

浅尾　芳宣 株式会社ガイナ　代表取締役
令和5年4月1日～令和7年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
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習
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外
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任
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任

1 ○ 発声の基礎
現役の講師や実務経験のある職員が、発声
の基礎知識を基にプリントを用いて発声を
付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

2 ○
滑舌の基礎1
（ ア ク セ ン
ト、長音）

現役の講師や実務経験のある職員が、アク
セント、長音の基礎知識を基にプリントを
用いてアクセントを身に付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

3 ○
滑舌の基礎2
（鼻濁音、無
声音）

現役の講師や実務経験のある職員が、鼻濁
音、無声音の基礎知識を基にプリントを用
いて鼻濁音、無声音を身に付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

4 ○ エチュード
現役の講師や実務経験のある職員が、芝居
に必要な感情の動きに合わせた身体の動き
を身に付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

5 ○
キャラクター
の演じ分け

現役の講師や実務経験のある職員がキャラ
クターの演じ分けを方を身に付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

6 ○ 朗読1
現役の講師や実務経験のある職員が、単独
での朗読に必要な力を身に付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

7 ○
アニメアフレ
コ実習1

現役の講師が、アニメの題材を使ってアニ
メアフレコの立ち回りや台本の読み方を身
に付けさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

8 ○
外画アフレコ
実習1

現役の講師が、外画の題材を使って外画ア
フレコの演技や台本の読み方を身に付けさ
せる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

9 ○ 修了発表1
現役の講師が、修了発表を通し演技力を上
げさせる。

１
前

60 2 ○ ○ ○

10 ○ 修了発表2
現役の講師が、修了発表を通し演技力と演
出に対応する力を上げさせ舞台発表をす
る。

１
後

60 2 ○ ○ ○

11 ○ 外郎売り
現役の講師や実務経験のある職員が、外郎
売りを使って声優に必要な力を身に付けさ
せる。

１
前

75 3 ○ ○ ○

12 ○
オーディショ
ン対策1

現役の講師や実務経験のある職員が、ナ
レーションのオーディションを想定した対
策を身に付けさせる。

１
後

50 2 ○ ○ ○

13 ○
オーディショ
ン対策2

現役の講師が、スタジオでのアフレコオー
ディションを想定した対策を身に付けさせ
る。

１
後

50 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

#REF!
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



14 ○
ボーカルレッ
スン1

現役の講師が、歌の発声やリズム感を身に
付けさせる。

１
前

50 2 ○ ○ ○

15 ○ 発表会1
現役の講師が、発表会を通して歌唱力やパ
フォーマンス力を上げさせる。

１
後

75 3 ○ ○ ○

16 ○
ＣＭ、ＰＶナ
レーション1

現役の講師が、CMナレーションの語りを身
に付させる。

１
前

50 2 ○ ○ ○

17 ○
番 組 ナ レ ー
ション1

現役の講師が、番組ナレーションの語りを
身に付けさせる。

１
後

50 2 ○ ○ ○

18 ○ 一般常識
実務経験のある職員が、一般常識を身に付
けさせる。

２
前

15 1 ○ ○ ○

19 ○
ビ ジ ネ ス マ
ナー

実務経験のある職員が、業界のマナーを身
に付けさせる。

２
前

15 1 ○ ○ ○

20 ○ 演技実習１
現役の講師が、演技実習の知識を基に台本
を用いて舞台上での動きと演技力向上を目
指す。

２
前

60 2 ○ ○ ○

21 ○ 演技実習2
現役の講師が、演技実習の知識を基に台本
を用いて演出の理解度と演出に合わせた演
技力の向上を目指す。

２
後

60 2 ○ ○ ○

22 ○ 卒業公演1
現役の講師が、舞台公演の知識を基に台本
を用いて舞台でのキャラクターごとの動き
や性格の理解度を向上させる。

２
前

60 2 ○ ○ ○

23 ○ 卒業公演2
現役の講師が、舞台公演の知識を基に台本
を用いて演技力向上と演出の理解を深め、
舞台公演を実施する。

２
後

90 3 ○ ○ ○

24 ○ 朗読2
実務経験のある職員が、集団での朗読の読
み取り方を身に付けさせる。

２
前

60 2 ○ ○ ○

25 ○
アニメアフレ
コ実習2

現役の講師が、アニメアフレコに必要な台
本を見る力やキャラクターの演じ方を身に
付けさせる。

２
前

60 2 ○ ○ ○

26 ○
外画アフレコ
実習2

現役の講師が、実際に収録で使われるスタ
ジオで外画の題材を使って外画での本の見
方やキャラクターの演じ方を身に付けさせ
る。

２
前

60 2 ○ ○ ○

27 ○
ボイスサンプ
ル制作1

現役の講師が、ボイスサンプル（セリフ）
の作り方を身に付けさせる。

２
前

60 2 ○ ○ ○ ○

28 ○
ボイスサンプ
ル制作2

現役の講師が、ボイスサンプル（ナレー
ション）の作り方を身に付けさせる。

２
前

60 2 ○ ○ ○

29 ○
オーディショ
ン対策3

現役の講師や実務経験のある職員が、キャ
ラクターオーディション時に必要な様々な
シチュエーションでのセリフの演じ方を身
に付けさせる。

２
前

## 4 ○ ○ ○ ○



30 ○
オーディショ
ン対策4

現役の講師や実務経験のある職員が、キャ
ラクターオーディション時に必要な対応力
や瞬発力を向上させる。

２
前

## 4 ○ ○ ○ ○

31 ○
ボーカルレッ
スン2

現役の講師が、音程や声量を向上させる。
２
前

50 2 ○ ○ ○

32 ○ 発表会2
現役の講師が、発表会を通して表現力や
トーク力、全体のパフォーマンス力を上げ
させる。

２
後

50 2 ○ ○ ○

33 ○
ＣＭ、ＰＶナ
レーション2

CM、PVナレーションの様々なパターンの語
りを身に付けさせる。

２
前

50 2 ○ ○ ○

34 ○
番 組 ナ レ ー
ション2

番組ナレーションの様々なパターンの語り
を身に付けさせる。

２
後

50 2 ○ ○ ○

34

期

週

合計 科目 2000 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

19

卒業要件：

（修了・卒業の認定）
１．第19条に定める授業時間数を履修し、かつその該当する所定の授
業科目について合格に達して、卒業資格を得た者には、卒業証書を授
与する。
２．校長は、本校所定の課程を修了したと認めた者には、卒業証書を
授与する。
（１）声優タレント学科　１，７００時間（６２単位）

履修方法：

（試験等）
１．学業成績は、授業科目ごとに行う試験によってこれを定める。た
だし、授業科目によっては、その他の方法で査定することができる。
２．試験には定期試験、追試験又は再試験がある。追試験はやむを得
ない事故等により定期試験を受けなかった者に対して行い、再試験
は、受験の結果、不合格となった者のためにこれを行う。
３．追試験及び再試験は，本校において必要と認めた場合これを行
う。　
　　
（学業成績）
１．学業成績の判定は、秀、優、良、可、不可の５種をもってこれを
表し、秀は90点以上、優は80点以上、良は70点以上、可は60点以上、
不可は60点未満とする。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）


